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　皆様は、本を買われるときは、書店へ行くことが多い派でしょうか。ネット通販派でしょうか。
最近は、本を置く場所をとらなくて済む電子書籍で、という方も増えてきているようです。
　僕はというと、書店に行くことが好きです。昔と比べだいぶ書店数自体が減ってきましたが、
山口市は、売り場面積の比較的広い店が多いため、「どんな本が置いているのかな」と、ふらっ
と歩いて見回ることが楽しい（ゆっくり一周するだけで意外と時間がかかる）のです。
　また、広い本屋に行くと、本が読み物としてだけではなく、大量の本が整然と並べられるこ
とで作り出される独特の空間のなかを歩いていること自体も楽しく感じます。同じことを感じ
ている方は少なからずいるようです。そのことは、日本や海外におけるさまざまな巨大図書館の、
荘厳で絢爛豪華な空間美を収めた魅力的な写真集が、世にはたくさん出版されており、それら
の本はカスタマーレビューも結構たくさんついていることからもわかります。
　また、書店で直接本を買う良い点は、当たり前のことではありますが、本の状態を直接見て
買えることです。ネット通販で時々ある、「新品なのにあまりきれいでない本」を買ってしまう
リスクがほぼありません。あと、地元にお金を落とすという効果もあります。
　そうはいっても、近くの書店に置いてなさそうなマニアックなジャンルの本も手軽に買え、
何より時間の節約になるためネット通販も結構使っています。しかしながらネット通販の怖い
点は、一つ商品を選択すると関連書籍として、「よく一緒に購入されている商品」「あなたへの
おすすめタイトル」「この商品をチェックした人はこんな商品もチェックしています」等と称し
て、自力ではとても到達できなかったであろう、すごく面白そうな未知の本を次々と紹介して
くれることです。なにが怖いって、気がつくとあっという間に 20～ 30 冊ぐらいの本をショッ
ピングカートに放り込んでしまっていることです。そんなに買っても置く場所に困ることは容
易に想像がつくため、一旦ショッピングカートに入れてしまったそれらの本を再度取捨選択し
て、そのほとんどを「買わない」という決断をし直すという、実にバカバカしい作業が待って
います。これが意外と時間がかかります。恐ろしすぎる。

（理事　藤原　　崇）

編編集
後後記


